
　

平
家
の
落
人
伝
説
は
、
平
安

末
期
の
治じ

承
し
ょ
う

四
年
（
１
１
８
０
）

か
ら
寿じ

ゅ

永え

い

四
年(

１
１
８
５)

ま

で
の
六
年
間
の
内
乱
で
敗
北
し
た

平
家
の
一
門
や
そ
の
郎ろ

う

党と

う

、
お
よ

び
平
家
方
に
味
方
し
た
者
た
ち
が

人ひ

と

里ざ

と

離
れ
た
地
に
落
ち
の
び
隠
れ

住
ん
だ
も
の
を
い
う
。
従
っ
て
落

ち
武む

者し

ゃ

以
外
に
公く

卿
ぎ
ょ
う

や
女
性
な
ど

の
貴き

人じ

ん

も
含
ま
れ
る
。
平
家
落
人

伝
説
は
北
海
道
を
除
い
て
全
国
に

点
在
し
、
お
よ
そ
二
百
ヶ
所
あ
る

と
い
う
。

　

治
承
・
寿
永
の
乱
を
別
名
、

「
源げ

ん

平ぺ

い

合が

っ

戦せ

ん

」
と
称
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
い
。

源
氏
と
平
氏
の
主
力
が
正
面
か
ら

激
突
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、

源
氏
一
族
の
反
乱
で
な
く
平
氏
政

権
に
荘
園
な
ど
を
奪
わ
れ
て
い
た

寺
社
勢
力
や
在
地
領
主
な
ど
多
く

の
地
方
勢
力
が
平
氏
政
権
の
強
圧

的
支
配
を
排
除
す
る
た
め
反
乱
に

参
加
し
た
の
と
、
武
士
階
層
と
貴

族
階
層
の
争
い
と
い
う
性
格
が
あ

る
た
め
、
治
承
・
寿
永
の
乱
と
呼

ん
で
い
る
。
ま
た
内
乱
は
全
国
的

な
規
模
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
各

地
で
数
多
く
の
後
世
に
語
ら
れ
る

有
名
な
合
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

府
中
町
に
あ
る
も
う
一
つ
の
平

家
落
人
伝
説
は
、
「
さ
さ
ら
が
池
」

伝
説
で
あ
る
。

　

こ
の
池
は
、
呉ご

娑さ

々そ

宇う

山ざ

ん

の
東

北
方
の
中
腹
に
あ
り
、
「
雨あ

め

池い

け

」

と
も
呼
ば
れ
、
草
木
が
鬱う

っ

蒼そ

う

と

茂
り
深
い
淵ふ

ち

に
な
っ
て
い
る
が
、

昔
は
街
道
に
沿
う
小

池
で
あ
っ
た
。
田
所

氏
が
平へ

家つ

か

城
じ
ょ
う

に
か
く

ま
っ
た
平
家
落
人
が
、

源
氏
の
追
撃
を
恐
れ

て
月
明
り
の
夜
、
西

へ
落
ち
の
び
る
際
、

一
行
六
十
余
名
の
中

に
年
の
こ
ろ
十
八
、
九

歳
の
美
し
い
姫
君
が

い
た
。

　

都
育
ち
の
殿て

ん

上
じ
ょ
う

人び

と

の
常
と
し
て
足
弱
で
、

加
う
る
に
難
路
に
次

ぐ
難
路
、
急
ぎ
の
逃

げ
路み

ち

の
事
と
て
、
一

行
に
後
れ
や
っ
と
こ

の
池
の
側
に
つ
い
た
。
到
底
追
い

付
く
望
み
も
消
え
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
と
た
め
ら
っ
て
い
た

が
、
も
は
や
ど
う
す
る
事
も
出
来

な
い
と
、
こ
の
池
に
飛
び
込
ん
で

自
害
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
た

ま
た
ま
通
り
掛
か
っ
た
馬
木
村
の

里り

正せ

い

（
村
長
）
の
某

な
に
が
し

が
駆か

け
寄
り

抱
き
止
め
た
。
里
正
は
、こ
の
日
、

隣
村
に
用
が
あ
り
帰
り
が
け
の
出

来
事
で
あ
っ
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭
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平
氏
と
安
芸
府
中

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

午前8時30分
までにごみステーションに出してください。

1/9
(月/祝)

普通ごみ【月・木曜日地区】

有価物(新聞・雑誌、ダンボール、衣類、
ビン・缶・金属類)　　　【月曜日地区】

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。

環境センターへの自己搬入

「ささらが池」とされる池
（写真提供：夢プラン健康ふちゅう21　椿と民話グル－プ）

旧焼却施設解体工事期間中のごみの持ち込み

　平成24年3月まで、解体工事を行っていますが、環境センターへのごみの持
ち込みは、通常通り受け付けています。(環境センターはなくなりません)工事
期間中はご迷惑をおかけしますが、安全確保とスムーズな受付に努めますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

有価物収集
　再資源化のため、有価物は品目別に(新聞・雑
誌、ダンボール、衣類、ビン・�缶・金属類)の順に
収集しています。
　すでに収集が終わっている品目は、後から出
さないでください。皆さんのご協力が必要です。

　年始は、1月4日㈬から平常どおり業務を開始します。たいへん込
み合いますので、時期をずらすなどご協力をお願いします。また、
ごみステーションに出す要領で分別のうえ、持ち込んでください。
受付時間　月曜日～金曜日(祝日・年末年始を除く)
　　　　　午前9時～11時30分、午後1時～3時30分【時間厳守】

庭木を剪定したら
　庭木を剪定した枝は50cm以下に切って、30cm以下に束ねて、小さな枝、
草や葉は中身の見える袋に入れて環境センターに自己搬入してください。
（3束・3袋以上）
　少量の場合（2束・2袋まで）は、普通ごみです。
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